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昭和59年度 発掘調査団



宮反遺跡は、遺跡密集地域高丘・長丘丘陵の西側千曲川に接する大俣地区に

あります。 この地区は、昭和27年から28年 にかけ一度発掘調査が行なわれ、縄

文時代中期末の遺物 と住居址三軒が検出されています。

大俣地区は、千曲川の氾濫により洪水被害を受け、田畑・住宅は度々浸水被

害を蒙ってきました。このたび、洪水被害から守るために築堤工事が始められ

ました。昭和57年千曲川工事事務所・長野県教育委員会・ 中野市教育委員会で

遺跡保護について協議がなされ、中野市教育委員会が千曲川工事事務所から委

託を受け緊急発掘調査したものであります。

調査は、日本考古学協会員・ 中野市文化財保護審議会長金井汲次先生を団長

に、調査主任檀原長則氏・調査員池田実男氏等にお願いするとともに、地域の

多数の皆様方の御協力を得て実施 しました。今回の調査によって、住居址 4・

鍛冶址 1・ 縄文土器片・右器等多数の資料を発掘 し、地域の先史の生活や文化

を解明するうえに貴重な資料を得ることができました。

酷暑のなか長期にわたる調査になりましたが、地元大俣区をはじめ調査に御

協力を賜わ りました多 くの方々に、心から感謝申し上げるとともに、報告書作

成のために御苦労いただいた調査団の先生方に御礼を申し上げます。

昭和60年 3月

中野市教育委員会

教育長 嶋田 春三
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第 1章 はじめに

第 1節 発掘調査に至るまでの経過

千曲川に接する大俣地区は、往古より千曲川が氾濫するたび洪水被害を受け、田畑はもちろん

住宅までが度々浸水の被害を蒙ってきた。

大俣地区を洪水被害から抜本的に守るため、画期的人事業である輪重堤防建設が決定し、洪水

被害から逃れたいという大俣区民永年の悲願が実現することになり、昭和57年度から築堤工事が

始められた。

この堤防敷地 となるなかに周知の埋蔵文化財包蔵地である宮反遺跡が存在している。

このため、昭和57年 7月 に千曲川工事事務所から県教育委員会あて遺跡の保護について協議が

なされ、同 9月 3日 に、県教育委員会、千曲川工事事務所、市教育委員会各担当者と地元学識者

の金井汲次氏をまじえて現地協議を行った結果

○遺跡保護のため事前に発掘調査をして記録保存をはかる。

○遺跡の範囲に入っている場所の工事は60年度 と61年度施工計画となっており、遺跡範囲が約

20,000ぽ と広いことから58年度に試掘分布調査を実施して遺跡の状況を把握し、本発掘すべき範

囲を確定し、59年度において本発掘調査を実施し完了させる。等協議された。

協議結果をもとに10月 6日 付で県教育委員会から千曲川工事事務所に宮反遺跡の保護について

の回答がなされ、試掘調査計画書及び予算書が提示されるとともに、市教育委員会にも同様の通

知がなされた。

58年 6月 22日 付をもって北陸地方建設局長と中野市長の間で宮反遺跡発掘調査委託契約が締約

され、緊急分布調査が始まることになった。

全調査予定地域約20,000ビを南からA～ Eま で 5地区に区分し、正方位に向く4m2(2× 2)

の正方形グリットを101坑、任意の トレンチを5坑、計約470m2を 調査した結果、 C、 D地区を中

心に34坑から、縄文中期末 (加曽利式)と 平安時代 (国分式)に此定される遺物・遺構が検出さ

れ、二時代にわたる複合遺跡 として学術研究上極めて貴重なものであることが判明した。

59年 5月 1日付をもって 前年度調査分のうち、記録保存を必要とする地区約1,700m2に つい

て、北陸地方建設局長と中野市長との間で宮反遺跡発掘調査 (本調査)委託契約が締結されまし

た。

6月 8日 調査団を編成するとともに、地元区長を始め調査関係諸氏に発掘作業の協力を要請 し

た。                                 (徳 竹 雅之)
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第 2節 調査団の構成 (59年度)

調査責任者  嶋田春三 中野市教育委員会 教育長

調査団長   金井汲次 日本考古学協会員 中野市文化財保護審議会会長

調査主任  ´檀原長則 日本考古学協会員

調査員    田川幸生    〃

〃     関 孝一    〃

〃     郷道哲章    〃

〃     池田実男 市文化財保護協力員

事務局    久保昌夫 市社会教育課課長

小野沢捷 市社会教育課 歴史民俗資料館管理係長

徳竹雅之 市社会教育課 学芸員

協力団体   大俣区

参加者 古田茂・畔上袈雄 0山上喜一・増田恒良・田中さだ子・田川照生 0阿藤英奈 0阿藤き

み・馬場恒夫 0馬場敏子・馬場ハナ子・馬場ハナ・馬場八重子 0阿藤仁子・山崎 盈 0関 武・

阿藤千代江・馬場キク 0酒井健次・黒柳美好・阿藤浩一・関 純子・阿藤仁子・藤沢高広・吉見

ちづ子・高橋里香・栗原かつ代 0松野千枝子・栗原よしみ 0藤岡とし子 0阿藤雄三・安藤 進・

郷道和行・馬場光雄・浅沼光吉・阿藤藤江 0浅沼徳直・阿藤昭夫 (順不同58059年度 )

以上発掘調査のために炎暑且つ多忙のなか鋭意御参加いただいた各位に対し、記して感謝を申

し上げる次第である。

第 3節 調査の経過

◎調査前 調査団による調査前最終検討会を行なう。一部資材を現地に搬入する。

6月 19日 発掘資材を搬入して、調査団、作業員、地元大俣区、市教育委員会出席のもとに調

査団結団式 と安全祈願祭を行つたのち、調査に入つた。A地区グリット設定ののちバ ックフォー

により表土はぎを行う。

6月 20日 落ち込みを確認し、掘 り下げを行なう。

6月 21日 前日の調査箇所を拡張し、住居址と思われる遺構を確認する。

6月 22日  A地区未調査部の表土はぎを行う。A地区北すみより2軒目の住居址遺構を検出す

る。

6月 24日  A地区と併行して、B地区の調査を開始する。

6月 25日 ～ 7月 2日 都合により調査一時休み。
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7月 3日  調査再開 1号住居址の測量を行う。

7月 5日  B地区、国分期 と思われる住居址を二軒検出する6

7月 7日  B地区検出の住居址を精査する。

7月 11日  C地区の表土はぎを行う。

7月 12日 前日の継続で、C地区の表土はぎを行い、遺構・遺物の検出につとめる。C地区よ

り、焼土 ,須恵器等が検出される。

7月 13日 A地区、 1号住居址出土の遺物を取 り上げる。C地区を拡張する。

7月 14日  C地区より、鍛冶址らしい遺構を検出し、精査する。

7月 16日 鍛冶址より鉄滓等が出土する。

7月 17～ 8月 1日  A・ BOC地区より検出された各遺構の精査 と併行し、 3地区内未調査部

の拡張を行う。

8月 2日  A地区 2号住居址を精査し、時期等の確認を行うが、農道下に入ってしまうため、

所有所等 と連絡をし、調査団と検討の結果拡張を決定する。

i8月 3日 ～ 8月 7日  A地区く 2号住居址を重点的に精査、住居プラン、柱穴、土拡、遺物を

検出。

8月 8日 A地区、2号住居址の測量を行い、遺物を取 り除いた後、埋め戻しを行う。    8
月 9日 ～10日  B地区 3号住居址の測量を行った後、遺物を取り上げを行う。

8月 11日  C地区鍛冶址の測量を行い、遺物を取 り上げる。

8月 12日  B地区、 4号住居址の測量を行い、遺物を取 り上げる。

8月 13日 ～20日 遺物を取 り除いた 3地区内検出の遺構を掘り下げ、精査を行う。

8月 23日 1号住北の縄文時代炉址の測量を行い、遺物を取り上げる。

8月 24日 ～26日 清掃の後、写真撮映を行う。

8月 27日 ～28日 現場作業調査結果の最終チエックの後、埋め戻しを行い調査を終了する。

◎調査の整理

現地調査終了後土器洗いと注記を一部事務室で行い、12月 初旬市民プール管理棟を整理復元記

録の作業場 として遺物をはじめ関係資材を搬入した。その後復元記録作業を続けて来たが 2月下

旬各調査員から報告書原稿が揃い報告書の編集を行った。          (徳 竹 雅之)
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第 2章 遺跡の立地 と環境

第 1節 歴史的背景

大俣の歴史は原始時代からはじまる。姥ヶ沢遺跡は集落の東方の丘陵台地上にあって、標高お

よそ387mに立地し、昭和57年春の発掘調査によって縄文中期住居址と土偶祭祀址等の遺構 と土

器 0石器及び土偶の出土をみた。土偶の一体は有脚立体の河童形 (高 さ19cm)で、復元によって

ほぼ完形品となった。

宮反遺跡は高井大富神社 (祭神建御名方命)の周辺に展開し、昭和27028年の開田前の発掘調

査によって縄文中期の住居址 3戸のほか土器 0石器類の遺物が検出されている。

弥生時代の遺物は太形蛤刃石斧と後期の土器片数点が姥ヶ沢遺跡で採集されているが、遺構は

不明である。

姥ヶ沢遺跡の発掘調査は縄文前・中期が主体であつたが、 4世紀前葉の住居址 1戸 と土器片が

検出された。また、降っては平安時代の土器片も採集されている。宮反遺跡からも国分期の遺物の出

土をみているが、陸耕を中心の小集落が存在していたと思われる。宮反遺跡は千曲川を挟んで、対岸

に替佐 (豊田村)力やある。替佐は古代斑尾東麓線の交通上の要衝上にあって、墨書土師器の出土等

もあることから古代より繁栄した集落である。この影響は大俣にも及んでいたものと推定される。

大俣が文献上にあらわれるのは、中世 も後期の寛正 7年 (1467)の 「諏訪御符礼之古書」から

で、高梨一族の大俣高親が、本拠を大俣に置いて、北大熊を知行し、安田郷の安田高茂などと花

会行事の役銭を分担した記録がある。その居館址は明瞭ではないが、無量寺 (曹洞宗)の裏山に

は相当大規模の山城の遺構が残存し、現在も「城っぴら」という地名が残っている。この丘麓か

らは五輪塔の出上が多く1倉島氏の墓地には多量の五輪塔を石積みして境界にしているほどで、堂

坊のあつたことがうかがえる。無量寺には木造阿輛陀如来座像・木造大日如来座像が安置され、

大日如来は像高93cmの室町時代末の作風を残し、慈愛にみちているとともに壮厳な尊像である。

元和 7年 (1621)の福島正則による検地帳のうちには、五輪坊・安養坊 0た て 0中 のたて・ぶた

い 0市道・やしき・西やしきの地名があり、大俣氏等に関係するものであろう。

近世の支配関係は、慶長 3年 (1598)上杉景勝が会津へ移封後は、関一政―森忠政―皆川広照

―堀直寄―天領―福島正則―天領―松平忠倶一天領―青山幸侶一本多助芳一天領 (享保の年)の

交代を経た。近世の年貢割付状は全期にわたって皆畑村 と記され、用水にもこと欠 く水不足の村

で、水を求める歴史が続いた。しかし、その反面水害の常襲地帯で、水とのかかわりの深い村で

あつた。明治 5年に完成した千曲川直流瀬直し大工事 (堀 り川)に より馬蹄形に湾曲した旧河床

は水田化され、近代の数次にわたる開田事業によって大俣の産業経済は大きく変貌し、現在に至

っている。

-4-
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第 2節 自然環境 (第 1図 )

善光寺平を北流した千曲川は、長丘丘陵の南端、立ヶ花地籍より蛇行し、五段の河岸段丘を発

達させている。これは、地殻変動をうけて隆起した現象で、高位より赤塩面、長丘面、草間面、

原面、栗林面 となっており、宮反遺跡の立地する微高地は、原面に相当し、周辺の地層は、千

曲川の氾濫による堆積土層である。 この蛇行貫流する千曲川は、明治 3～ 5年の下水内郡豊田

村上今井地籍の瀬なおし治水工事によって、大俣地籍の南面を大きく迂回していた千曲川が、宮

反遺跡の南方で短絡され、流路は遺跡をめぐってまた東北方向に迂回している。東方は、長丘面

の丘陵地帯で、西方に傾斜し大俣の集落は、平地との接点を中心に広がっている。西方は、千曲

川を隔てて、山麓の緩急傾斜面や僅かの平地に豊田村荒山、替佐の集落が国道117号線、国鉄飯山

線を中心に発達している。

遺跡は、高井大富神社をほぼ中心とした標高336.8mを 頂点とした微高地約10,000ポ の範囲に所

在し、小字宮反と一部東反の地籍が該当している。西側方面 (B地区).は 、千曲川の浸食をうけ

て、やや斜面をなしている。大俣は、近世、皆畑村 として名高いが、昭和初年以来、千曲川より

の揚水により、次第に開田が進み、昭和27・ 28年 には遺跡の周辺も一部を残して水田が造成され

た。

遺跡の主要部分は畑地のため、破壊を免れて保存されていると思われる。この微高地の地質は、

第四紀更新世の段丘堆積物にあたり、上部と西斜面下方の沖積層 (千曲川氾濫原)の間には、腐

植を含んだ黒色土が堆積 している。

参考文献

中野市誌  自然編  昭56

(檀原 長則 )

第 3節 周辺遺跡の概要 (第 2図 )

周辺遺跡の概要を記すると、千曲川旧河道に面する、姥ヶ沢湧水のある台地上に所在する「姥ヶ

沢遺跡」 (中野市大俣)は 、昭和57年市教委によって発掘調査が行われ、縄文前期末より中期初頭

から中葉、そして後半にまで及ぶ遺構 0遺物が多量に検出されている。また東南方直線距離1,300

mに は「南大原遺跡」 (豊田村上今井)があり、縄文前期後半の諸磯 a式 に平行する中部山岳地帯

の標式遺跡 として著名であり(1)、 その西方地点には、弥生中期後半の栗林式の遺跡である。そ

の南方対岸の栗林遺跡 (中野市栗林)は、縄文時代の遺物が微弱ながら認められ、弥生・平安時

代の複合遺跡で、縄文晩期の亀ヶ岡文化圏の残影が、ここの土器に認められ、信州独自の文様 と

して、昭和初年には、信州最古の弥生土器様式と位置づけられていたが、現在は、弥生時代中期

中葉以後に位置づけられ、該期の標式遺跡として、県史跡に指定され昭和23年 より、過去 7回の

発掘調査が行われている(2Lこ れに続 く南方の台地上と南斜面には、「安源寺遺跡」 (中野市安源

-5-
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3 3号住居址  6敷 石住居址検出地

第 1図 遺跡周辺図
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寺)が所在し、先土器・縄文 0弥生 0古代・中世の複合大遺跡で過去 3回の発掘調査が行われ、弥生

時代後期から古墳時代・平安時代の好資料を提供している(3L

対岸の豊田村では、「山根遺跡」 (上今井)は、縄文中期初頭から晩期まで弥生・土師の複合遺

跡で、後出の千田遺跡 と同じく加曽利E式土器が検出されている。

すぐ対岸の山麓に位置する「風呂屋遺跡」 (上今井荒山)か らは、縄文中期勝坂式、後期土器、

灰釉などが発見されており、「千田遺跡」 (豊津・替佐)は段丘上に位置し、勝坂式 0加曽利E式・

弥生箱清水式 0土師器の遺跡で、加曽利 E式土器は、宮反遺跡出土のものと同じく沈線文の多用

された土器であると神田五六氏が記しているにヽ 「川久保遺跡」 (豊津・替佐)は段丘上に位置し、

弥生中期後葉の百瀬式土器の遺跡で、また後述の墨書土師器の出土地 として知られている。また

隣りの「宮沖遺跡」からも弥生後期の土器が検出されている。「笠倉遺跡」 (豊津・笠倉)も 段丘

上に位置し、栗林式 0箱清水式の弥生遺跡で、かつて有孔石剣 0有濤石剣 0細形管玉の出土地と

して知られ、「琵琶島遺跡」 (同所 0宮脇)も 縄文中期土器 0栗林式 0箱清水式の大遺跡として知

られている。以上の豊田村の遺跡は文化をはぐくんだ母なる川、千曲川岸に位置する遺跡である。

(檀原 長則 )

参考文献

10203 長野県史 考古資料編 主要遺跡東北信 昭57

103 中野市誌 昭56

4 豊田村史 昭38
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第 3章 発掘調査の記録

第 1節 昭和58年度 宮反遺跡分布調査

1、 調査地 の設定及 び調査方法

全調査予定地域、約20,000ビ を南からA～ Eま での 5地区に区分して、調査地を設定した。

(第 4図 )

調査坑は各辺が正方位に何 く4ビ (2× 2)の正方形グリットとしたが周囲の状況で任意の ト

レンチを数ヵ所用いて、調査を進め総計グリット101坑、 トレンチ 5抗、面積にして約470m2を 調

査した。その分布は、第 1表及び第 4図 のごとくである。

第 1表 調査坑集計表

地   区 A B C D E 計

調査坑数 4 38 34 13 106

調査は、本部とした高井大富神社から最も遠いA地区よリアルファベット順に順次北に向かっ

調査を進てた8な お以前故神田五六氏の調査された地域周辺 と表採遺物の多かったC・ D地区に

ついては特にグリットを密に設定し、調査を行つた。

2、 遺構・遺物

106ヵ 所の調査坑のうち、遺構・遺物の検出をみたのは、34坑からであった。以下遺構と遺物の

概要を記述したい。 (第 4′図)

[遺構]

調査坑から遺構の検出されたのは、C地区は6坑であった。AOBOC地 区水田として利用さ

第 2表 遺構一覧表

調査坑 遺構 地表下 直 径 摘 要

C-8 土 鉱 15cm 110cm 摩石、打製石斧、縄文土器片

C-7 柱 穴 40cm 20cm グリット東壁近く

C-11 柱 穴 25cm グリット南側すみ

C-12 柱 穴 40cm 25cm グリット西側壁近く

C-15 柱 穴 30cm グリット西倶1

C-21 柱 穴 40cm 40cm グリット中央

-9-



れている所がほとんどであつたが、昭和 3年、20年、28年 と転作工事がなされる以前は、畑地 と

して利用されていた。

分層図から考えると、古代から何度となく千曲川の浸水をうけていた所でもあり、特にA・ B・

E地区については、遺構 0遺物等の検出は皆無であつた。

検出された遺構については、第 2表のとおりである。なお、遺構はプランを確認するのみで、

掘 り下げはせず、記録して後の調査のため埋めもどした。         (徳 竹 雅之)

[遺物]第 3図

(打製石斧)C8グ リットから検出された土拡墓状のプラン中より出土した刃部のやや広がり

をもつ、安山岩製の偏平な打製石斧である。

(磨製石斧)D5グ リットより単独に出土した硬砂岩製の定角式の小形磨製石斧である。

(敲打器)円柱状の円礫で両端に敲打した痕跡があり、一方の強 く磨滅した面には火熱をうけ

ている。砂岩製 C16グ リット出土。

(磨石)安山岩製の手に握られる程度の円礫で調理道具に利用されたものであろう。D8グ リ

ット出土。

(縄文式土器)C22グ リットより底部部分が出土したが、底部を倒立して後に附着させており、

中高底で接着面が象J離 している。その他の縄文土器片は10片程あり。D5グ リット附近より出土

した隆帯上に刻み目のあるものや、縄文押捺の小破片などでいずれも縄文中期の力口曽利E式期の

所産 と思われる。

第 3図 58年度分布調査出土遺物実測図

-10-
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(土師器)所産の時期はすべて国分期 (平安時代)に属し、復元出来たものは不 4個体あり、

その他甕の破片、不の小片である。不は内黒と褐色を呈するものが半々づつで、高台付の不も半

数である。高台は、糸切の後に高台部を付着させた痕跡が明瞭である。いずれの土器片も鉄分粒

を含み砂粒の外、金雲母が見られる。これらの遺物は、D地区の高所地点より出土した。

(檀原 長則 )

3、 58年度分布調査小結 (第 4′ 図 )

今回の調査の成果については、既述の如 くであるが、高井大富神社の裏手の約40m西方に長さ

約170m、 幅22～ 33mに わたって縄文中期末 (加 曽利式)と 平安時代 (国分式)の遺構 0遺物の検

出を見、二時代にわたる複合遺跡としての学術研究上極めて貴重なものであることが判明した。

大俣部落は千曲川の氾濫時には、洪水の常襲地帯であって、早急に築堤することによって住民

の生命・財産の保全を図らねばならぬところである。

そこで、宮反遺跡は、築堤施工前に本発掘調査を行い、記録保存措置もやむをえないと判断す

る次第である。

なお、記録保存を必要とする発掘調査地の面積は、およそ1,700ピである。 (金井 汲次)

第 2節 昭和59年度宮

1、 A地区の遺構・遺物

1)A地区南域 (A― I-1～

A～ I-12グ リット)の調査

この調査区からは、近世の陶磁

器片の外は前章の如く、縄文中期

最末の土器、それに伴う石器と遺

構が検出されたが、今回の調査地

点が微高地状の地形のため、遺物 0

遺構の埋没状態が浅く、耕作中に

破壊消滅され、痕跡が認められた

だけである。また層序は、耕土約

15cmで、以下黄褐色の耕盤に達す

るため、その間の上器片は磨滅し、

第 5図  A地 区G～ J-5～ 9グ リッ ト縄文土器片検出図
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態を示し、第 6図 は遺構図である。これには、柱穴と思われるものと土拡状の遺構が検出された

が、前述の如き条件で住居址の確認は不可能であつた。第 7図は土拡の実測図で、土拡は、長径

1。 2m、 短径 1。 lm、 深さ約27cmの ほぼ円形を呈しt土拡内には焼土が多く認められた外、炭片な

どもあつた。遺物は、縄文中期末・加曽利E式期の土器片が、 1群39片、 2群64片認められたが、

ほとんどが無文の深鉢破片で 1割が有文であった。完形の打石斧 3点は第 7図内S30S40S

lでそれぞれ第17図 60807で 、 8の打石斧の実線部分には両端に土づれの痕が明白に認めら

れる。

その他、黒燿石片 10磋石片 20直径1lcm O厚 さ2 cmの楕円形の安山岩の扁平石 2個・直径10

cm前後の河原の円礫が数個包含されていた。第17図 9～ 20は 、この調査区から検出された石器で、

打石斧はすべて安山岩製で、図示しない破片が10個ある。12は 、尖頭器の両端破損した残存部と

考えられる。13は、ピエス・エスキーユで両者 とも桂石製である。21は、石英の含んだ河原の円

礫である。

◎R0

亀

Ｏ

Ｒ
◎ R

轡 P3

第 6図 A地区土拡付近遺構図
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第 7図  1号土拡実測図

2)縄文住居址

〔遺構〕

G18グ リット付近は、58年度の分布調査の時点から黒色土の陥没部分があり、住居址の存在が

予想されていた。縄文住居址は、 1号住居の構築と床面まで約15cmの浅い土層のため、破壊をう

けており、残存部が確認されたに過ぎなかった。第17図 1・ 2030は 、 1号住居の覆土中より

検出されたもので、 4は、北壁面上より検出された炉体土器で、 2次焼成で脆弱となっている。

またこれより北約60cmの位置に、直径約43cmの地床炉があり (第 8図 )中 に第17図 5の土器が埋

設され、左右に小石を配した状態で検出された。この様に 1号住居址が縄文住居面より約30cm深

く掘り込められていたために、縄文住居の柱穴、規模などは確認できなかった。

〔遺物〕

第17図 1は、黒褐色の薄手の小形深鉢の破片で、残存部は無文である。 2は外面黄赤褐色、内

一、15-



ィ/A

面黒褐色の土器で、在地の上器らしく胎

土に鉄分粒が含まれ、底部のやや立ち上

った部分から強 く外反する器形で、下半

部分のみの残存で縦の箆の太い沈線の間

に、RL糸電文が押捺されている。 3は、

底部のみの上器で、外面赤褐色、内面黒

褐色の土器で、上体部分は失われている。

右撚 りの縄文を器面の乾燥の進んだ段階

で主に横方向に押捺回転されている。25

は、 1号住居覆土中から検出された土版

で 1個体の発見である。
水糸 レベル 334.57m

A

20cm

第 8図  A地区縄文住居址炉址

3)1号住居址 〔第 9図〕

〔遺構〕

1号住居址は、前述の如く縄文住居址を切って構築され、上の平坦面よりやや西南に下降した

位置に構築され、床面までは現地形面より、約60cm腐植を含んだ黒色土が充填されていた。南北

(長径)5.8m、 東西 (短径)4.6mの 隅丸長方形を呈し、西側で15cm、 東側で40cm耕作上下より掘

り下げられていた。北側壁下と東側壁下には、巾20～30cmの 周濤がめぐらされてD2土拡に収集

されていたとも考えられた。 P2(-300cm)、 P3(-35cm)、 P6(-30cm)、 P7(-40cm)

は主柱穴と考えられる。Dlは直径約 lm、 深さ60cmの土拡で貯蔵穴 と考えられている。(第 9図 )、

Cl・ C2は焼上の広がりを実測したもので、焼± 1の部分は、主柱間の中間にあり、焼± 2は、

コーナー部分に接して所在しており、どちらが主体の炉部分かは、速断できないが、地面を掘 り

凹めた地床炉から、竃に移行する火床の形式で粘土で簡単に炉が、構築されていたと推考される。

(第 9図)S10S2は 、南壁側近 くに足跡の如 く二群に分れ、直径 1～ 5 cmの 河原石を集石した

遺構・用途などは不明である。 (第 12図 )

〔遺物〕

検出された遺物は、南側中央西よりに甕 (Dl)が破砕されて展開し (第 13図 )、 その左側コー

ナーに器台の脚部 (D20D3)が 横転しており、右側に小形碗形土器 (D10)があった。北壁

面中段に赤彩された高不不部 (D8)力 あ`り、その南側床面上に器台の脚部 (D7)と 壺破片が

-16-



0

第10図  1号住居址土拡D、 断面図

第 9図 A地 区 1号住居址実測図

水糸レベル334.30m

G               &

水糸レベル334.30m

丁                             

倉土

第 11図  1号住居址火床 C、.断面図
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第 3表  1号住居址出土遺物表

一退 物 位 置 住居址実測図 遺物実測図

甕 床 面 第 9図Dl 第18図 1

器 第 9図D2 第18図 4

第 9図D3 第18図 3

第 9図D7 第18図 5

高 不 lfN 部 壁 面 第 9図D8 第18図 2

小形椀形 土器 床 面 第 9図 D10 第18図 6

不  破  片 第 9図D9

小形広 口増破片

壺  破  片 第 9図D6

高不1脚破片塗彩 覆土

甕  破  片

縄 文 土 器 片 17

土 版 第17図25

打 石 斧 破 片

軽 石 床 面 第 9図 S3 第17図 23第12図 A地 区 1号住居址集石遺構図

展開していた。また隣には、河原石 3個 と不破片 (D9)が あり、軽石 (S3)力や、西壁よりの

器台 (D2)の 隣より検出され、この器台は、不部破損後、蓋などに転用された痕跡の有するも

のである。

次に土器について若干の考察を記すると、〔小形碗形土器〕は、薄手で胎土に鉄分粒を多く含有

した赤褐色の無塗彩の上器で在地の生産らしく思われる。〔器台形土器〕1号住居址からは3個体

検出されたが、何故か不部が破損したものばかりで、不部の形態が不明で器台か高不か判断に迷

ったが、脚部が直線に広がった形態や、塗彩のない粗製の作りなどから、一応器台として扱っが、

この結論が、正しければ古墳時代の器台より大形なことに注目したい。〔甕形土器〕甕形土器の胴

部文様は、千曲川下流地方では初見のもので、頸部に簾状文が一周し、胴部は斜状羽状文が施さ

れて、使用により火熱をうけて器面象J離 している。下部は無文である。全般に赤褐色を呈するが、

黒褐色の部分もみられる。口縁直径24.7cm、 高さ33.2cmの 法量で、やや丈のつまったづんぐりと

した器形が特長でこの土器の類例を求めると環濠をもった遺跡として知られる佐久市根々井「餅

田遺跡」(1)出 土の甕形土器がある。臼田 (1980)は 、佐久の弥生土器を4分類し編年しているが、

その第 4類か、やや前出の形式であると結論づけている。

4)2号住居址 〔第14図〕

〔遺構〕

2号住居址は、 1号住居の北東約20mの 丘頂部のやや西よりに所在し、用地外の部分があって

完掘できなかったが、大略のプランは推定できた。南北8。 4m、 東西 7mの隅丸長方形のプランで、
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第 4表  2号住居址出土遺物表

＼ 泣退 物 位  置 住居址実測図 遺物実測図

一局 杯 床面周溝 第14図 Dl 第18図 9

高 不 杯 部 床  面 第14図 D4 第18図 7

高杯脚部破片 覆  土

器 台 脚 部 床  面 第14図 D3 第18図 10

口
片

し
破
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甕

り
の

折
縁 覆`土
甕  破  片 土 広 内

土 師 器 不 覆  土 第14図 D2 第18図 8

土 師 片数点

長楕円の円礫 床   面 第14図 8 第17図3Z

縄 文 中期 土器
片  356点 覆  土 第16図

繊維土器片数′点

』
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覆土は、東北隅で60cmを はかり、下に床面が検出された。発掘当初、覆土中より多量 (356片 )の

縄文土器片が検出されたため、縄文住居址ではないかと想定されたが、 1号住居とほぼ同年代の

遺構であることが確認された。ローム面を西側で約20cm、 東側で約40cm掘 り込んで床面をつくり、

西側と東側に周溝をめぐらし、P10P20P6が 主柱穴ではないかと推定され、D10D2は

直径0。 9～ lm、 深さ0.8mの土拡で、底に良質の粘土を張つてあり、掘削には巾 3～ 5 cmの 器具

が用いられ充填した土は、粒子がやや荒 く、中から甕片などが検出されたが、地山面 との剥離が

容易であつた。北壁の周濤の直径13cm位 のピットは、家の周囲の柱穴であると思われる。

〔遺物〕

先述の如 く2号住居址の縄文土器片は、覆土中より検出されたもので、近 くに縄文住居址の遺

構が存在することを予見させるものである。土器片は、356片 を数えるが、細片が多く、器面も磨

滅して鮮明を欠き、図示したものはそのうちの一部であり器形の知れるものは、存在しなかった。

(第 16図 )207は 、隆帯を伴うもので、 2の隆帯には、長楕円状 (プ ロペラ状)の箆おさえが行

われている。 306は、波状口縁の土器の破片で、 3はハ字状の沈線のみの破片。 6は太いRL

縄文の施文後に口縁にそって太い沈線が、めぐらされている。 5或いは18も 、縄文施文後に沈線

で長方形に区画される土器 と思われ、縄文住居址出土の第15図 204も 同じ様な構図と思われる

が、間に無文帯をはさむものも存在する。 7010011013018は LR縄文の破片で、 104050

608012014015017は RL縄文の破片で、17に代表される如 く太目の縄文の押捺回転が特長

づけられている。またこの期の土器には、 9・ 16の如き櫛描状の沈線の上器と8012の如き粗に

縄文施文がなされるのもこの地方の土器の特色といえる。また粗製厚手の土器片も今回の調査で

確認されており、既出の資料とともに加曽利E様式の後半に位置する地方色豊かな土器群と考え

られる。

次に弥生時代以後の2号住居址に関連するものを主とした遺物は、〔高I不〕(Dl)は西側壁の

周溝中央部に不部と脚部に分れてあり、器面に塗彩なく、内外面箆磨きされ脚内には、ナデあと

が残っている。l不部は失われているが、脚には3孔が穿孔され、下部が広がった器形である。第

18図 11は、参考図版として揚げたもので、59年 5月 中野市七瀬遺跡(2)(小池昌訓氏畑)の緊急発

掘調査で、検出された箱清水終末の脚内を除いて全面に赤彩された高J不で、碗形の不部と脚が頭

かく下部の広がつた器形が特長的な土器で、古墳時代 0五領期の高不に似ており、この高杯もそ

れに後続する高I不 として注目される。〔器台〕(D3)は、 1号住居の器台と形態が同じで、胎土

に石英粒・金雲母含有し、外面は箆磨き脚内刷毛なでの赤褐色の土器である。〔高ナ不ナ不部破片〕(D

4)は、黄褐色の塗彩されない高ナドの破片である。その他、折り返しEl縁の乱れた櫛描き波状文

の施された甕の小破片、赤彩の高杯脚部の小破片、土墳内から検出された甕の破片などがあり、

近世、俵編みに使用されたような長楕円の石 2個 (S10S2)が 、西北のコーナー付近で検出

されている。また覆土中から内黒土師器の破片が検出されたが、〔不形土器〕(D2)は、住居址

中央部の床面上10cmの位置に正位に埋設され、他の伴出遺物の年代から推して、住居が埋没した
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段階で、何かの目的意識を持つて埋納されたものと考えたい。この不は、内黒で内底面中央部が、

やや盛 りあがりのあるもので、多面は赤褐色の焼成で、輛輻痕が残ちているが底の糸切 り部分は、

ナデ整形されている。この様に胎士は在地の上器らしく見えるけれど、丁寧に製作されている。

そして外面体部中央に墨書「金」と判続できる文字が書かれている。この書体をみるとかなり能

書で、松田舒編「五体字鑑」 (柏書房)か ら摘出してみると、平安時代初期の能書家とされる橘逸

勢 (?～842)(3)の書に運筆が似ている点が指摘できる。この様な墨書土器が、学術調査で検出

されたのは、中野市では初見である。刻書土器はく草間の茶臼峯 5号窯址の須恵器甕頸部に「井」

「土」と刻書されたものが知られている。に)市内岩舟出土の不に「天」と書かれた墨書土器の所

在は現在不明である。(5)ま た下高井群内出土として器形不明、土師器、施文個所不明として「元」

「小」の資料が、報告されている。(6)千曲川を隔てた宮反遺跡の北方、豊田村川久保遺跡からは、

回縁器形僅か外反する、焼成堅緻、褐色の不に「七年□」と年号の書かれた不や、今回出土の墨

書土器と同一器形と思われる不が出上している。(7)県内で「金」と書かれた墨書は、下伊那郡

高森町下市町、新井原遺跡出上の灰釉高台皿の底部外面に書かれた「金」がある、但し右半分欠

損している。(8)

県内の墨書土器については、岡田正彦の資料集成がある。(9)そ れによると、県下の墨書・刻

書土器の出現は 7世紀後半とされ、出土地点別では、圧倒的に住居址 (集落址)が多く続いて寺

院址とそれに関連する集落址である。器形別では、墨書刻書合せて不形が95%と 多く、その中で

も漏水防止完備の墨色土器が87%で、書かれた箇所では体部68%、 底部25%、 体部底部両箇所 3

%で体部例が他県例に比べて多い点が、指摘されている。この様にこの墨書土師器は県下多数例

の範疇に入るもので、平城京 (710～ 793)出上の墨書土器αOに習書の例が多くみられるのは、文

字が一般の人々にも書かれ、地方では或る限定された人達の所産 と考えられるが、(サ |1久保例も能

書)「金」の墨書に隠された歴史の背景は現在の処、不明というしかない。

5)考 察

〔1号 02号住居址の編年位置について〕

当初から調査段の関心は、 102号住居址の編年の位置の問題で、縄文土器や墨書土師器の検

出は論外 としても、弥生後期 (箱清水期)と 古墳時代の土師器をどこで線引きするかであり、文

化内容がその接点に位置すると思われたからである。まず遺物の面から検討してみると、碗形不

部の赤彩された高不、胴にふくらみのある甕の文様は、箱清水式の伝統の線上にある土器であり、

これに対して増の口縁部破片の存在や、小形碗形土器、器台は赤彩塗彩されず (11)古代土師器

の範疇に入ると思われるものである。 2号住居では、前者は、赤彩された高不脚部の破片、折 り

返し口縁の甕の小破片で、後者は、高不器台などである。甕 (1号住居)は、先述の如く弥生後

期後葉に位置づけられており、次に器台形土器について検討すると、小形器台形土器の出現は、

畿内では弥生中期後半に一般化し、後期には、中部地方・北陸地方に波及したとされる。第18図

11(高不)12(器台)は、先述の七瀬遺跡の未発表資料で高7の形態は、関東の五領式に類縁関
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係があり、器台も神奈川県平塚市王子台遺跡H8号住居址出土 (東海大学王子台遺跡調査会保管)

の小形器台に類似している。遺跡の立地が傾斜面で、住居址の確認が不充分であったが、これら

は箱清水式の甕・壺などと同一面で検出されているが、高不は箱清水式の系譜上の上器・器台は

定形化される古代土師器であると二者の所属時期を別に考えている。 l・ 2号住居の器台の脚部

の形態は、奈良県平城宮跡下層出土 (庄内式 04世紀後半)に類似し、 2号住居の高不の形態も

共通点が多 く見出される。だが、御屋敷 I式土器 (12)の 組成は、壺・甕・高不 0小形器台・蓋

形土器 とされるが、このうち中野地方では,台付甕 (小形でないもの)が末検出で、現時点では善

光時平南部地方と弥生終末古墳時代初期の文化の様相 (主 として土器の組成)に違いがみられる。

次に遺構の面から検討してみると,火床は2ヶ 所から検出され、床面上に粘土で囲んだ炉址で、

床面を掘 り凹めた地床炉から、石組竃に至る前段階の様式であろう。住居址の規模は、上山田町

御屋敷遺跡では、箱清水期Y2号住居 7× 5m・ 長方形、弥生終末古墳時代最初頭Y4号住居 5×

5mo方形、Yl号住居 8× 8m・ 方形、古墳時代前半期H16-18住居 6× 5。 5m・ 短長方形、平

安時代前半H4住居4。 5× 4。 5m・ 方形、同後半H2号住居 3× 3.5m・ 短長方形 とされ、中野師赤

岩の神宮寺下遺跡 (13)では、土師編年鬼高式第 2様式の 7× 63m o長方形のプランで石組竃と

貯蔵穴 (長径1.lm。 短径0。 9m.深さ0.8m)ヵ 検ヽ出されており、規模 と貯蔵穴の存在に共通点が

みられる。このように今回の宮反遺跡の調査では、 3号 04号住居址を含めて、北信地方いや全

国的の趨勢の中にあることが、確認された訳で、この背景にある歴史の流れは、ここでは、触れ

ることはできないが、遺物の面からみても、岩崎卓也は古式土師器の斉一性の概念に再検討 (14)

を加えられ、小形丸底土器出現以前の高不・二重回縁壺・小形器台の成立をもって古墳時代への

推移 とし、これらの土器群は、祭祀に関係あるもので在地首長の「大和朝廷」との従属関係上に

成立し、これらの土器群は、全国的な斉一性が認められるが、日常生活に関する土器群 (甕 0小

形碗形土器)は全国的斉一性が少ないとして、古墳の成立と関連づけて考察され、これによって

も、 1号 02号住居址の編年位置は、弥生終末・箱清水式の最末か、古墳時代初頭に位置づける

(檀原 長則 )

46、 11月 号

(9)岡 田正彦 墨書、刻書土器小考 ――長野県下出土例

を中心として一一 信濃Ⅲ25-4 昭48

aO 奈良国立文化財研究 平城宮出土墨書土器集成 1 昭58

0D もともと、この地方に登場した時から、塗彩されてい

ない。

Ca 千曲川水系古代文化研究所 編年 昭55

0D 金井汲次・桐原 健 長野県中野市赤岩神宮寺下遺跡

調査概報 信濃Ⅲ10-8 昭33

aO 岩崎卓也 古式土師器考 考古学雑誌 48-3 昭37

のが、妥 当だ と考 えられ る。
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第16図 A地 区 2号住居址覆土出土縄文土器拓影図
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第18図  A地区出土遺物実測図 (※ 11,12は 中野市七瀬遺跡出土)
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2 B地区の遺構・遺物

この調査地区は、高井大富神社の裏にあたり、59年度本発掘調査区域の中央から北限に至る範

囲の上半部であり、A地区の標高よりもやや低いものの丘頂部に近 く、現在の水害時においても

被害を免れる微高地上に位置している。B地区は、前述の如 く前年度実施の分布調査において、

遺構の確認はなかったものの、国分期 (平安時代)に比定される土師式土器が調査地区内でも特

に集中的な検出がなされたD地区に相当している。そのため、前年度の結果を踏まえ、A地区と

同様、重点的に調査を進めた。その結果、国分期に比定される土師器片と時代を同じくする住居

址を2軒、そして極少量ではあるが、縄文中期に比定される土器片を検出した。

1)3号住居址

〔遺構〕 (第 19図 )

3号住居址は、B地区の北すみに近 く、後述する4号住居址にならぶ形で南約12mの位置に所

在する。地形は、高井大豊神社から千曲川岸に向ってゆるやかに傾斜する河岸段丘上である。A

地区と同様覆土が極めて浅 く、壁は、ロームを約20～30cm掘 り下げた部分を残すのみで、上部は

消失していた。検出された残存範囲も、住居プラン南上部の竃址から発する状態で、東方から西

方に向って約 2mの位置で、同じく南方から北方に向って約2.5mの位置で消失し、南壁、西壁に

ついては、その形跡すら認められなかった。しかし、東壁について、消失部が、直線部から住居

址隅へ移行を始める部分を思わせる丸みを持つて消失していることから、ここを隅と考えると、

1辺約 3m前後の隅丸方形を呈する住居址であろうと推定される。住居址プランを確認した後、

掘り下げを行つたが、柱穴 :土拡等住居址に付随する遺構の検出は、竃址を除いてなかった。竃

址は、崩壊がはげしく、20～40cmの大形の河原石が、 4個のみ推定される現位置に残存している

状態であった。現存状態によって竃址の構造を推定すると、床面を掘 りさげ、竃石をすえている

のは、特に大形の河原石 1個のみであり、他の 3個 はすべて粘土により土台的な竃壁を築いた上

に大形の河原石をすえ付けて核とし、粘土をはり竃址全体を構築している。竃内は、多量の焼土

が充填していたが、竃内からの遺物の出土は

ほとんどみられなかった。

〔遺物〕

6「
BP7      甕片 (第 19図 Dl、 第21図 1) 由縁部よ

り肩部にかけ1/6残存。肩部から 7 11ull程 度

の厚さを持ち、頸部に至って l llllll程 度細 くな

ったものの 7 11ullを 保ちながら回縁に至る厚ぼ

ったい造 りの上器である。胎土に雲母を含み、

水糸レベル 鉄分粒を含んでいる。焼成は良好である。

2m     不片 (第 19図 D2、 第21図 2) 口縁部よ

り底部にかけ1/3残存。器高が低 く、小形

↓
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第19図 B地 区 3号住居址実測図
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の土器である。底部内面は、心もち盛 り上が りが認められ、外面は粗雑な糸切 り底である。口縁

はやや外反する。胎土は、雲母・石英を含む。焼成はややもろい。

不片 (第 19図 D3、 第21図 3) 口縁部より底部にかけて 1/5残存。小形の土器で特に底部

については l llllll程 度 と薄手の土器である。口縁は、やや外反している。胎土は、雲母 0石英を含

む。焼成はやや良好。

不片 (第 19図 D4、 第21図 4) 口縁部より底部にかけて 1/4残存。胎土は、雲母 0石英を

含み、鉄分粒をも含む。 2、 3同様小形の土器ではあるが 2、 3に比べ全体的に厚手のため前

者に比べ極 くわずかではあるが重みを感じる。焼成はもろい。甲縁部は、やや外反している。

不 (第 19図 D5、 第21図 5)完 形。器形、法量等 2に類似する小形の土器である。しかし、

2では、平面であった底部が、若干ではあるが、凹形になった粗雑な糸切底であった。口縁部は、

やや外反している。胎土は、雲母 0石英・鉄分粒を多量に含む。焼成は、良好である。

不 (第 19図 ⊇6、 第21図 6)完 形。丁寧に横ナデ調整がなされ、器形の整った土器である。

底部は凹形を呈した糸切底である。胎土は、雲母・鉄分粒を含む。焼成は、良好である。

不 (第 19図 D7、 第21図 7) ほぼ完形。底部は、若干凹形を呈した糸切底である。器外面一

部にスマの付着した部分あり。胎土は、雲母 0鉄分粒を含む。焼成はやや良好である。

碗形土器片 (第 19図 D8、 第21図 8) 口縁部より底部にかけて 1/2残存。底部は、若干凹

形を呈している。糸切底 と思われるが、その形跡がほとんど認められない程、磨滅している。口

縁部は、回縁端部に至って顕著に外反している。器面は内墨である、胎土は、雲母・石英を含む。

焼成は、やや良好である。

不底部 (第 19図 D9、 第21図 9)底 部のみ残存。D20D30D40D5と 同類の小形杯の

底部である。底部はD20D30D4と 同様に平面を呈した糸切底である。胎土は、雲母 0鉄分

讐言   にD
2

ヽ↓

iЦ      V ノ

粒を含む。焼成は、良好である。

摩製石斧片 (第21図10)胴部のみ残存。 3号住

居覆土中より出土。残存する胴周から考察すると少

なくとも、全長15cm以上はあるものと思われる。花

商岩製である。焼成を受けたものか、断面が赤 く変

色している。

このほか、極細片ではあるが、鍔釜であると思わ

れる土器片 3片、 3号住居址覆土中より縄文中期に

比定される土器片が数点出土しているが、前述のと

おり極細片であるため、この場所において記録する

のみにする。

2)4号住居址

〔遺構〕 (第20図 )
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4号住居址は、前述の 3号住居址とほぼ同位置に所在している。住居壁は、 3号住居址のそれ

と同様、覆土が極めて浅 くロームを約15cm程度掘 り下げた状態で上部は消失していた。検出され

た残存する住居壁は、竃址から発する状態で、二辺は東方から西方に向って約 2mの位置で消失

していた。もう一辺は、竃址から北方に発し、約 3mの位置で丸みを持ちながら東方から西方に

向って直線的にのびて、西方に向って丸みを持ちながらカーブしかけた位置で消失している。検

出された範囲から推想すると、長辺 (南壁、北壁)約 3。 5m、 短辺 (東壁 0西壁)約2.5mの 隅丸

長方形のプランを持つた住居址であろう。プランを確認した後掘 り下げを行つたが、竃址の他住

居址に付随する遺構は、 3号住居址同様検出することが出来なかった。竃址は、崩壊がはげしく

20～ 30cm程度の河原石 6個が、ほぼ現位置 と推定される位置に残存していた。現存状態から竃址

の構造を推定すると床面を掘 り下げ、多少大形の河原石をすえ付け、その上部に中形の河原石を

積み上げて核 とし、粘土をはり竃址全体を構築している。竃内は、多量の焼土が充填していたが、

竃内からの出土遺物は、不片一点のみであつた。

〔遺物〕

甕片 (第20図 Dl、 第21図 11) 口縁部より肩部にかけて約 1/4残存。口縁部から肩部にか

けて、一定の厚さを保ち、残存部での変化は認められない。器外面の肩部やや下方にススの付着

が認められる。内面の頸部より下方にヘラ削りと同範囲全面にススの付着が認められる。口縁部

は、やや内反する。胎土は、雲母を含み、焼成は良好である。

甕片 (第20図 D2、 第21図 12) 口縁部より頸部にかけて約 1/4残存。口縁部から頸部にか

けて、一定の厚さを保ち、残存部での変化は認められない。口縁部は直線的である。器面内側に

表面の象J離 した部分が認められる。胎土は雲母・鉄分粒を含む。焼成は、良好である。

甕片 (第20図 D3、 第21図 13) 口縁部より肩部にかけて、約 1/5残存。回縁部から肩部に

かけて、一定の厚さを保ち、残存部での変化は認められない。口縁部は、やや内反する。器面の

外側一部分に、右上方から左下方に向って斜方向に八ヶ口調整痕が認められた。また外面には、

表面の大きく粂J離 した部分が、顕著に認められた。胎土は、雲母・石英・鉄分粒を含む。焼成は、

良好である。

甕片 (第20図 D4、 第21図14) 口縁部より胴部下にかけて、約 1/3残存。胴部中央に最大

径をもち、頸部下方に最薄部をもつ。口縁部は、やや内反する。器面は、外側に幾段かのヘラ削

り痕が認められ、数ヵ所に削り屑が付着している。調整は、精巧で薄手の器形の整った土器であ

る。胎土は、雲母を含み(焼成は、特に良好である。色調は、他の土器と特異で、黒褐色を呈す

る。

不片 (第20図 D50D5'、 第21図 15) 口縁部から底部にかけて、約 1/6残存。全体的に肉

厚の土器である。底部は、ヘラ切 り底である。調整は、口縁部から胴部中央にかけては、横ナデ

により、胴部中央より底部にかけては、ヘラ削りの後、不正方向てかつ粗雑な八ヶ口調調整痕が

認められる。この種の器形の土器は、 1例のみの出上であった。胎土は、雲母・鉄分粒を含む。
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焼成は良好である。なお本資料はD5及びD5の住居址円接合遺物である。

不片 (第 20図 D6、 第21図 16) 口縁部から底部にかけて、約 1/4残存。器高の低い土器で

ある。口縁端部に至 り、やや屈曲的に外反する。調整については,粗雑である。胎土は、雲母を

含み、焼成は、良好である。

高台部破片 (第20図 D7、 第21図 17)糸切 り底で内黒の不部に、外反する高台を付している。

端部は、面取 りをせず、丸みをもって成形している6胎土は、鉄分粒を含み、焼成は、良好であ

る。

打製石斧 (第20図 Sl、 第21図 18) 4号住居址内覆土中より出土。刃部よりやや上方におい

て欠損している。表面に一部自然面を残している。一次調整の後、二次調整は、それほど、丹念

にはなされてはいない。伴出の縄文土器片より縄文中期に比定される遺物であろうと思われる。

3)考 察

B地区においては、石組みの竃址を有する住居址 2軒 とともに、覆土中より縄文土器片及び住

居址床面より、土師器片を検出した。検出された 2住居址は、ともに伴出された土師器片より、

国分期 (平安時代)に比定される住居址であることが判明した。しかし、調査を進めるにつれ、

発生した 2、 3の問題を指摘すると、第 1に竃址の構築の差異である。 3号住居址では、粘土に

る土台の上に河原石をすえ付け、竃址を構築しているのに対して、 4号住居址では、床面を掘 り

下げ河原石を埋め込んで基礎をつくり上台として、その上に河原石を積んで、竃址を構築してい

ることの違いである。第 2の問題点は、出土遺物の差異である。全般的に住居址ではありながら、

2軒 ともに出土遺物の量が少量であることもさておいて、その出土遺物の器形に明らかな差異が

認められることである。 3号住居址においては、不が主であり、その量に比べて甕の量が極めて

少ないことであり、 4号住居址においては、その逆が言え甕の量に比べて不の量が少量であるこ

とである。時代を同じくし、構造・規模等においても、目立った差異はなく、距離的にも約12m

と極めて近距離にありながら、何故に前述の差異が生じたかと言う点である。目的によるものか、

時間的な原因か、より詳細な研究が必要と考える。 (徳竹 雅之)
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第21図  B地区 304号住居址出土遺物実測図
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3 C地 区の遺構・ 遺物

C地区は高井大富神社より西北方約100m標高は328,6～331mの段状に水田が開かれた場所で、

3号住居址より西方20mの所である。千曲川より揚水機による灌漑が昭和 6年に完成 したが、そ

れ以前は 3° の緩傾斜をもつ畑地で開田時に削平されたため土層は攪乱されている。

昨年の遺跡確認調査に際しては10ヶ 所に2× 2mのグリットを設定し、 3ヶ 所より国分期の土

師器細片を検出するにとどまり遺構は発見されなかった。

本年の発掘調査においてはC地区とし、いつくかのグリットを設定し遺構、遺物の検出をみた。

グリットを拡張したところ、鍛冶址・炉址 0土拡を発見し、それに関係する土器・鉄器・鉄滓等

の遺物を検出することができた。

つぎにこれ等について報告したい。

1)C地区B～ F-5～ 8グ リット

〔遺構〕〔第22図 023図 〕

【炉址】 炉址は B～F-5～ 8グ リット内から検出された。炉に使用されていた石の大半が亡

失しており、現存していた石はtわずかに2個のみであった。炉に使用されていた石は、いずれ

も自然石で、大きな方は幅20cm、 長さ35cm、 高さ30cmと 大型のものが地中に立てられていた。も

う一方の石は幅15cm、 長さ25cm、 のものであった。炉址の周辺からは、この他 2個の石が出土し

た。しかし、いずれも前述した石とは、比較にならないほどの小さなものであり、レベルからみ

てもかなり上部にあることから、炉址とは直接関係がないものと思われる。

炉址内の焼土 (Cl)は、直径90cm、 厚さ20cmで、わりあい厚く堆積していた。炉址内の土層

は、 2層の層序から成っており、第 1層 は黒褐色土層で厚さが15cmで あり、第 2層は黒色土層と

なっていた。この炉址内の焼土からは、国分期の土師器片が集中的に出土し、中でも甕の回縁部

や胴部が多かった。

また、炉址の周囲から北西にかけて、直径50cm前後の焼土が 7ヶ所検出された。これらの焼土

のうち、C3には大量の木炭片が含まれていた。焼土C20C70C8か らは、やはり国分期の

土師期片が出土している。特にC2の焼土からは、土器片が集中的に出土した。さらに、C8の
焼上の中からは完形の不が 1点出土している。

柱穴及び住居壁を検出するために、遺物を取り上げてくわしく調べたが、いずれも検出するこ

とはできなかった。炉址周辺の土層が黒色土層であったことにもよるが、住居址と断定すること

ができなかったのは残念である。この炉址が検出された場所は、今回発掘調査が行われた地区の

うちでも一番低いところに位置している。床面も地表から150 cmほ ど堀り下げたところにあり、

この遺構は千曲川の氾濫によって攪乱され、大量の土砂が堆積していったのではないかと思われ

る。

〔遺物〕

炉址周辺部からはt合計130点余りの土器片が出土している。須恵器片6点 を除いて、いずれ
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第23図 炉址 (C-1)断面図
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も国分期の土師器片であり、完形のものは不 1点のみで、圧倒的に甕の口縁部や胴部が多かった。

焼土内から集中的に出土しており、焼土以外から出土したものは分散的で、あまりまとまりが見

られず、攪乱が相当激しいものであったのではないかと考えられる。以下、代表的な遺物につい

て述べてみたい。

不 (1～ 3)(1)は 口縁部が、約半分欠損 している。糸切底を有し、内部は内黒で、内外側

共にハケロ調整がなされている。(2)は完形で、(1)と 比べてやや厚手である。やはり糸切底を有

し、内外側にわたってハケロ調整がなされている。なお、日唇部には、タール状物資が付着して

いる。(3)は 底部が欠損しているが、非常に薄手で大型のものである。

甕 (4～ 5)共 に口縁部の立ちあがりがまっすぐにのびているが、(助 の方はわずかに内湾し

ている。いずれも、内外側にハケロ調整が施されているが、(4)の ほうは外側にヘラ削りのあとが

みえる。

甕 (6) 口唇部に面取 りがみられ、やや外反している。また、口縁部の中央部が外側に張 り

出して丸みをおびている。内外側共にハケロ調整され、赤褐色を呈している。焼成が非常に良好

で、須恵器のように硬い。焼成温度が他の土師器と比較して、高かったものと思われる。胎土に

は、雲母 0石英の粒子が含まれている。

甕 (7) 口唇部が外側に突き出し、口縁部が外反し凸凹がみられる8内外側共にハケロ調整

が施されており、外側は明褐色で内側は赤茶褐色である。口唇部に粘土が付着してお り、胎土に

雲母 0石英の粒子が含まれている。

甕 (8～ 9) 口縁部が くの字に外反し、口唇部が内閉している。口唇部の内側が内湾し、内

外側共にハケロ調整が施されている。(8)は 外側にヘラなでがみられ、内外側共に色調は明褐色し

ている。(9)の 外側は、全体的にヘラでよく磨かれている。外側は明褐色で、内側は赤褐色を呈し

ている。

甕 (10)立ちあがりがほぼまっすぐで、口唇部力×7)の 8う に張 り出し、日縁部に凸凹がみら

れ内湾している。内外側ともに、ハケロ調整がみられるが、胴部の外側はヘラ削り調整も見られ

る。色調は内側が明褐色で、内側は赤茶褐色をしている。口唇部には、粘土が付着している。

甕 (11～ 13) 口縁部が くの字に外反し、日唇部が内閉している。口唇部の内閉は (8～ 9)

のものよりも丸みをおびている。口縁部は、ゆるやかな曲線で内湾している。内湾している部分

の内側は、ハケあるいはヘラできれいに調整されている。全体的に小型で薄手に作られている。

内外側共に、ハケロ調整が施されており、特に(11)の 外側はきわめてハケロが明瞭である:(11)

の色調は、内外側共に暗褐色で、 (12)は 外側が赤褐色、内側が明褐色である。 (13)|ま 内外側共

に灰褐色を呈している。

甕 (14)今回出土した土器の中では数少ない須恵器の胴部で、内側には青海波文がみられる。

色調は青灰色をしており、胎土 b焼成共に良好であるが、内部には気泡がみられる。.

甕 (15)須恵器の口縁部から頸部にかけてのもので、大きく外反している。内外側共にハケ
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目調整が施されている。口唇部には粘土が付着しており、色調は外側が灰色で内側は黒褐色であ

る。胎土はやや不良で、焼成もあまり良いとはいえない。         (酒 井 健次)

2)縄文時代の遺物

グリットD-24 回縁部 1、 E-21 回縁部 10無文 2く E-23 有文 10無文 1、 E-24 回

縁 10有文 6、 E-26 口縁 10有文 1・ 無文 4、 E-27 有文 30無文 1、 F-23 無文 1の

合計24点の検出を見た。何れも文様から見て加曽利E式 とみられる。       (第 26図 )

3)鍛冶炉址 (第24図、25図 )

〔遺構〕

グリットH-16 表土下約60cmの ところにあり、鍛冶炉に使用されたと思われる炉が東西約80

cm、 南北約50cmの 中に最大石縦45cm、 横18cmを 中心に12個の石があり、とくにこの石が赤褐色に

焼けただれて、表面はくずれ落ちていた。この他まわりの石もかなりの高熱で、焼かれたものと

思われ、ひび 0割れ・象J離したものかが見られた。

〔遺物〕

この炉址付近より鉄滓11 巾 5cm O高 さ4。 5cm O横 最大巾 4 cm・ 重さ146g暗黒褐色の塊 りであ

る。この鉄滓11よ り南3。 7mの地点で、鉄滓 2の検出をみた。一辺が4.5cmの 角丸の三角形を呈し

ている。

この他に、不0高台不・甕・鍔釜・灰釉高台不 0須恵器片のほか、土師片多数が出土した。 (表

5)

4)土 拡

〔遺構〕

土拡についてグリットE-23で、地表下約30cmの ところにあり、径東西約1。 4m、 南北約 1。 3m、

最深部0.3m、 南東側を除いてほぼ円形である。 (第26図 )

〔遺物〕

この土墳東側に不、この不より北西側0。 6m離れた地点に鉄器が、またこの土拡中心部より南西

側2.8mの地点で刃子の検出をみた。 (第26図、第 5表 )

その他

鉄器 グリットD-24 全長15.2cm最 大巾2。 7cm背部の巾0.6cm、 重さは67gで左右両端が欠損

しており、全面錆化が甚だしく刀子か、直刀かは不明瞭である。

刀子 グリットE-23で検出された。全長9。 8cm最大1.7cm背部の巾0。 5cm、 重さ22g背部刀部柄

部両側面全体に錆化が甚だしい。

この他グリットE-22、 E-28を 中心にして、約60m2内 より黒燿石製の石鏃 10不 70高台付

不100須恵器片 5の他に土師器細片多数の出土をみた。 (第26図、第 61表)  (池 田 実男)
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水糸レベル331.25m

50Cm

第25図  C地区鍛冶炉実測図

5)考 察

本調査区は、開田の折に削平され土層は攪乱されており、縄文中期土器細片が散発的に検出す

るにとどまった。また鍛冶炉址状遺構については前記したが、これも鉄滓・刀子、国分期の土師

不片・高台付不片・甕片・鍔釜片其の他の出土をみたが、第 4次栗林遺跡発掘調査昭和55年 11月

また第 3次安源寺遺跡発掘調査昭和51年 11月 に見られるような遺構遺物の出土はみられず、鍛冶

址と断定するには資料不足といわなければならず、住居址等の遺構も確認することができなかっ

た。

周辺のD-24で出土した遺構は、遺物の出土状態からみて、土拡としてみたい。

E-21 E-28迄の拡張部についても遺構は発見されず、やはり遺物の散発的出土にとどまっ
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第 5表 C地区出土遺物観察表 (第28図 )

法  量 (cm)

手 法 上 の 特 徴

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ

外内共に2・ 3mmの 石粒含む
良好 鍛冶炉址 1

口縁部
9/m欠

損、糸切底

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ナデ 貧喜々尋魯暮      良好
口縁部%欠
損、糸切底

外面 ロクロ整形

内面ナデ 貧喜々言魯暮      良好 鍛冶炉址 5

口縁部%欠
損、糸切底

外面 ロクロ整形

内面ハケナデ 貧冨嚢言暮暮      良好
口縁部%欠
損、糸切底

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ 禽喜徴量曇言署羹暮暮  良好 鍛冶炉址 6

口縁部 %、

糸切底

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ 禽喜|:暮署嚢富む   良好
外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ 禽喜々尋暮暮      良好 鍛冶炉址 9

口縁部欠損
外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ 禽喜々言薯嚢織≧魯暮  良好 鍛冶炉址18

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナデ 禽薯署異願萱警曇
含む  良好 鍛冶炉址19

口縁部%残
存、貼高台

外側 ロクロ整形後ハケナデ

内面ハケナゼ後テナデ 貧喜嚢言署葵3蛭徴0暮客良好 鍛冶炉址 9

口縁部%残
存、貼高台

外面ハケナデ

内
内面ハケナデ 禽喜々:3軽暮暮    良好

一部黒色

茶 褐 色
鍛冶炉址lo

底部%残存

貼高台

外面 ロクロ整形後手ナデ

内面ハケナデ 禽喜々畳蓼軽較雰軽暮喜 良好 鍛冶炉址12

口縁部%残
存、貼高台

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面 ロクロ整形後黒色塗彩 禽喜署異璽奪警盆
微量含む良好 一部黒色

茶 褐 色

外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 禽喜嚢言蓼軽暮暮    良好
外ナデ、内ハケナデ、鍔は釜

に後でつけている 禽喜々量署嚢較雰軽暮客 良好 鍛冶炉址13

底中糸切薄 くのこる DE-21-27

底部貼高台が剥離 している 禽喜曇量暮喜      良好
外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 衡薯曇言薯嚢摸雰軽暮客 良好
E-21-27
土渡内

外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 貧喜々唇暮喜      良好 E-21-27

底部%残存
外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 貧薯曇:3軽魯暮    良好
底部%残存

外面不明

内面 ロクロ整形 衡喜署嚢魯喜    やや良好
底部%残存

貼高台

外面二次焼成にて不明

内面二次焼成にて不明 貧喜彩軽
含む    ゃゃ良好 一部黒色

明 褐 色

外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 禽薔彩難魯暮   やや良好
外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 貧喜々言署嚢魯暮    良好
外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面黒色塗彩 禽喜會暑薯嚢較雰軽喜暮 良好
外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面二次焼成のため不明
石英砂粒含む

刃部背部両側面錆化

長 さ15。 2cm 刃部背部両側面錆化

底部%残存
外面 ロクロ整形、内面糸切

薄 く残 る薄緑色がみ られる
鍛冶炉址 11

鍛冶炉址19
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第 6表 C地区出土遺物観察表 (第 29図 )

番号 器形

法

形態上の特徴 手 法 上 の 特 徴 土 焼成

色 調

備 考

器高 口径 底径 外 内

1 杯 不 明 底部残存
外面 ロクロ整形

内面手ナデ 肇彗各む        やゝ良もろ
黒 褐 色 茶 褐 色 E-22-27

杯
残部
1.4

不明 底部残存
外側 ロクロ整形

貧喜薯嚢蓼曇魯暮    やゝ良や ゝ

堅い
明 褐 色 明 褐 色 E-22-27

杯
残ヽ部

.`2
不 明 底部%残存

外面 ロクロ整形

内面手ナデ 禽喜署嚢雰量魯暮     良好
や ゝ

堅い
茶 褐 色 内   黒 E… 23

杯 器形%残存
外面 ロクロ整形

貧薯曇尋蓼量魯暮    やゝ良や ゝ

堅い
茶 褐 色 黒 褐 色 E-23

杯 6.6 器形%残存
外面 ロクロ整形後手ナデ

内面手ナデ 貧喜々唇|し       良好堅 い 茶 褐 色 茶 褐 色 E-23

杯
残部

1.5
不 明 底部残存

外面 ロクロ整形

内面ハケナデ 貧喜嚢尋夕し       良好堅 レ 茶 褐 色 黒 褐 色 E-24

杯 器形%欠損
外面ロクロ整形

内面 ロクロ整形 貧薯Z軽曇:魯暮     良好
や ゝ

堅い
薄 茶 色 明 褐 色 D-23

台

杯

一局
付

部

。
２

残

５
不 明

口縁部%残
存

外面 ロクロ整形後ハケナデ

内面手なで、貼高台

外面雲母少量含む

内面雲母少量含む

やゝ

もろい
茶 黒 色 内   黒 D-22

台

杯

一局
付

残部
3.8

不 明 底部残存
外側 ロクロ整形

内面ハケなで、貼高台

外面雲母砂粒含む外面褐色

塗彩又は二次焼成岩火物付着

や ゝ

堅い
薄 茶 色 薄灰黒色 D-22

高台

付杯

残部

5.2
不名

底部欠損

%残存

外面 ロクロ整形

内面 ロクロ整形 笙要素屍程青す
量含む  ゃゝ良もろ

黄茶褐色 灰 黒 色 D-22

台

杯

一局
付

残部

2.2
不 明

底部残存
i宛部欠損

外面 ロクロ整形

内面手なで、貼高台 禽薯摸雰量蓼量魯暮    良好
やゝ

もろい
茶 褐 色 里 褐 色 D-22

台

杯

一局
付

器形%残存
外面 ロクロ整形後はけなで

外面雲母含む
や ゝ

堅い
明 褐 色 内  黒 D… 24

高台

付杯
器形%残存

外面 ロクロ整形

内面手なで、貼高台 禽薯曇尋彩軽魯暮    やゝ良やゝ

もろレヽ
黒 茶 色 灰 黒 色 E-22

台

杯

一局
付

残部

6.4
不 明

口縁部%残
存

外面 ロクロ整形黄灰色

内面はけなで 貧喜々言彩軽暮暮    やゝ良や ゝ

堅い
黄 灰 色 灰 黒 色 E-22-27

台

杯

高

付
不 明

口縁部%
残存

外面 ロクロ整形後はけなで

内面はけなで 貧喜嚢言彩軽魯暮     良好
や ゝ

堅い
明 褐 色 内   黒 E-22-27

高台

付杯
不 明 高台・欠損

外面 ロクロ整形後はけなで

内面はけなで、底部貼 高台 貧喜々:3難 |し     良好
や ゝ

堅い
明 褐 色 内  黒 E-24

婦
婉

残部

8.5
不 明 婉部%残存

内面 ロクロ整形

内面はけなで
外面砂粒含む      や ゝ良

やゝ

もろい
茶 褐 色 内   黒 E-24

鉄 滓
高さ
4.5

巾

４

．

長さ
4.5

重さ889 G-16
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2号住居址〕

3重点調査区

第30図 59年度発掘調査グリット設定図及び遺構検出位置図





び4章 結第

大俣部落の水害防止のため、宮反遺跡にかかる築堤予定地内の緊急分布調査を建設省千曲川工

事事務所から依託され、昭和58年夏に実施した。その結果、高井大富神社の裏手に、長さ170m、

幅22～33mの範囲に遺構・遺物が分布していることが判明した。そこで原因者負担による記録保

存のための緊急発掘調査を6月 19日 ～ 8月 28日 まで実施 したのである。地形 と緊急分布調査によ

る遺構・遺物の検出状況からA～ Cの三地区に分けて調査を行った。

A地区は、自然堤防状微高地で、現状は畑作地である。以前に神田五六氏が調査され、縄文中

期末の住居址 3戸を発掘した近傍にあたっている。そこで縄文時代の住居址の検出を期待してい

たが、今回は加曽利E期の住居址が僅かに残ると思わせる炉体土器 (塗鉢)の ほか土器片・石器

類の検出にとどまった。l号住居址南側からは縄文中期末の円形プランの土墳 1基が検出された。

弥生最末期から古墳時代初頭 と推定する住居址 2戸を検出し、高不・不・器台・甕・甘・碗等

の出土をみた。この 2号住居址の床上10cmで、埋納事情の不明な墨書土師器 (不)に は「金」と

しるされ、中野市内における発掘で初例のものを得た。

B地区は神社の真裏にあたり、北西へ傾斜する畑地である。分布調査の折には平安時代 (国分

期)の土師器片が多く出土した場所であった。比較的規模の小さい隅丸方形の竪穴住居址 2戸 を

検出し、南側に石組竃が架設されていた。住居址内から糸切底をもつ不を主体に、甕片・壺片少

量が発見され、 3号住居址外の南側から土製鍔釜片の出土もみた。縄文中期末の土器片も少量検

出されたが、上段の畑地から流れ落ちたもののごとくである。

C地区はB地区の下段にあたり、昭和 6年の開田時に北西へ緩傾斜面を削平したため地層はい

ちじるしく攪乱されていた。今回の発掘によって、鍛冶遺構 と想定される石組、鉄器片、鉄滓等

の出土をみたが、鍛冶址と断定するには資料不足の面がある。この地区からは刀子・土師器 (不・

高台付不・甕)、 須恵器 (甕片)を得、平安時代中期頃のものである。

以上予想外の成果をあげ、上古代史究明に多 くの資料を提供できることを幸甚に思うものであ

る。

本調査に関係された多くの方々をはじめ、大俣区をあげて物心両面にわたって御援助 くださっ

たことに対し、心から謝意を申しあげる次第である。 (金井 汲次)

-45-



図   版



第

一
図
版

発掘作業風景

小学生の発掘調査見学学習
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1号住居址
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1号住居址内

貯蔵穴掘 り下げ

1号住居址内出土

甕(第 18図 1)出 土状態

2号住居址
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3号住居址

3号住居址内炉址

4号住居址 内炉址

4号住居址
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C地区内検出炉址の断面

C地区内検出の炉址

C地区内検出鍛冶址
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A地区出土石器

A地区出土石器

A地区出土縄文土器
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1号住居llL出 土高不杯部

1号住居址高不脚部

1号住居址出土土器

2号住居址高不脚部
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C地区鍛冶址出土不

C地区出土不
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